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第
25
回 

が
ん
基
金
審
議
会

　

財
団
法
人
福
島
県
保
健
衛
生
協
会
が
ん
基
金
は
、

が
ん
予
防
思
想
の
普
及
や
検
診
従
事
者
の
育
成
、
が

ん
の
調
査
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和

61
年
に
当
協
会
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
基
金
は
、
行

政
と
民
間
が
一
体
と
な
り
造
成
す
る
も
の
で
、
よ
り
充

実
し
た
が
ん
対
策
の
推
進
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　

第
25
回
が
ん
基
金
審
議
会
は
、去
る
２
月
16
日（
水
）

福
島
市「
杉
妻
会
館
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
審

議
会
で
は
、
平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
の
後
、
平
成

22
年
度
の
事
業
中
間
報
告
が
な
さ
れ
、
特
に
、
新
規

事
業
と
し
て
９
月
に
県
内
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た「
リ

レ
ー・フ
ォ
ー・ラ
イ
フ
2
0
1
0
i
n
福
島
」の
内
容
に

つい
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
平
成
23
年

度
の
事
業
計
画
に
つい
て
審
議
さ
れ
、
が
ん
検
診
受
診

率
向
上
の
た
め
広
く
一
般
に
受
診
勧
奨
を
行
う
一つ
の

機
会
と
し
て
、
継
続
し
て
リ
レ
ー・フ
ォ
ー・ラ
イ
フ
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
22
年
度
末
の
基
金
造
成
額
は
、
2
億
6
7
2
8

万
6
8
9
1
円
と
な
って
い
る
。

　

当
協
会
の
子
宮
が
ん
検
診
車「
し
ゃ
く
な
げ
号
」の
検
診
で「
が
ん
」

が
発
見
さ
れ
、
克
服
し
た
方
々
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
し
ゃ
く
な
げ
会

の
総
会
が
、
去
る
７
月
28
日（
木
）に
当
協
会
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
し
ゃ
く
な
げ
会
は
昭
和
49
年
に
結
成
さ
れ
て

以
来
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
を
訴
え
、
現
在

会
員
数
42
名
を
有
し
て
い
る
。

　

総
会
同
日
に
は
併
せ
て
会
員
健
診
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
区
よ
り

多
数
会
員
が
参
加
し
日
頃
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
交
流
を
深
め
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
の
事

業
報
告
と
平
成
23
年
度
の
事
業
計

画
が
審
議
さ
れ
た
後
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
と
お
り
再
任
で
承
認
さ
れ
た
。

　

会　

長　

小
沢
道
子（
福
島
市
）

　

副
会
長　

佐
藤
ト
ヨ（
福
島
市
）

　

副
会
長　

石
藤
君
代（
い
わ
き
市
）

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
会
員
よ

り
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、「
県
内
の
被
災
者
の
た

め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
総
会
終
了
後
に
福
島
民
報
厚
生

文
化
事
業
団
に
贈
呈
し
た
。

PHOTO
FLASH

〜
家
族
の
健
康
は
主
婦
の
手
で
〜

福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
理
事
会

PHOTO
FLASH

〜
あ
の
日
の
が
ん
検
診
で
生
き
る
今
日
〜

第
37
回
し
ゃ
く
な
げ
会
総
会

　

去
る
６
月
28
日（
火
）に「
福
島
ビュー
ホ
テ
ル
」に
お
い

て
平
成
22
年
度
福
島
県
健
康
を
守
る
婦
人
連
盟
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
理
事
会
の
冒
頭
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
前
年
度
の
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、
３

月
23
日
、
24
日
に
郡
山
市
に
お
い
て
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
た「
第
62
回
結
核
予
防
全
国
大
会
並
び
に
全
国
結

核
予
防
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
定
時
総
会
」は
震
災

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
23
年
度
の
事
業
計
画
に
つい
て
審

議
が
な
さ
れ
、
事
業
の
継
続
に
つい
て
承
認
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
独
立
行
政
法
人
放
射
線
医
学
総

合
研
究
所
の
吉
田
聡
先
生
よ
り「
人
と
環
境
〜
暮
ら
し

の
中
の
放
射
線
基
礎
知
識
〜
」と
題
し
て
お
話
が
あ

り
、
放
射
線
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
や
生
活
上
の
注

意
点
、
安
心
安
全
な
食
生
活
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に

つい
て
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
って
い
た
。
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か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に

　

そ
の
時
、
私
は
、
４
月
１
日
よ
り
赴
任
を
命
じ
ら
れ
た

い
わ
き
地
区
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
新
年
度
の
事
業
計
画

や
活
動
に
つ
い
て
会
議
を
行
っ
て
い
た
最
中
で
し
た
。
３

月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
観
測
す
る
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
に
地
震
予
告
の
警
告
音
が
鳴
り
響
い
た
直
後
、

大
き
な
横
揺
れ
が
建
物
を
襲
い
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
続
く
揺

れ
に
私
た
ち
は
ま
と
も
に
立
つ
こ
と
さ
え
も
出
来
ず
、
机
上

の
パ
ソ
コ
ン
を
必
死
に
抑
え
、
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
電
柱
と

振
り
子
の
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
る
電
線
を
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
た

だ
呆
然
と
眺
め
な
が
ら
状
況
を
把
握
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で

し
た
。
そ
の
激
し
い
揺
れ
が
一
瞬
収
ま
る
と
同
時
に
皆
次
々

に
外
へ
と
避
難
し
、
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に

誰
も
が
言
葉
を
失
い
不
安
を
隠
せ
な
い
形
相
で
し
た
。
先
ほ

ど
ま
で
広
が
っ
て
い
た
青
空
が
地
震
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う

に
一
転
し
、
県
内
で
も
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
な
い
い
わ
き
市

に
珍
し
く
み
ぞ
れ
交
じ
り
の
雪
が
舞
い
、
さ
ら
に
私
た
ち
の

不
安
を
掻
き
立
て
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
で
は
震
度
６
弱
を
記
録
し
、
さ
ら
に
東
北
の

太
平
洋
沿
岸
部
で
あ
る
た
め
、
津
波
に
よ
り
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
、
家
屋
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
未
曾
有
の
大
震

災
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
３
月
12
日
に
は
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、

い
わ
き
市
は
風
評
被
害
を
受
け
、
生
活
物
資
が
全
く
届
か

な
く
な
る
と
い
う
事
態
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

「
特
定
健
診
」や「
が
ん
検
診
」は
７
月
か
ら

　

こ
の
震
災
に
よ
り
、
い
わ
き
市
役
所
の
建
物
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
い
わ
き
市
ア
リ
オ
ス
に
市
の
機
能
の
一
部

を
移
転
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
建
物
周
囲
の
地
盤
沈
下
が
酷
く
、

水
管
及
び
電
気
配
線
の
破
断
等
が
あ
り
、
設
備
関
係
の
再

点
検
調
査
が
必
要
な
状
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
の

拡
大
が
、
健
診
・
検
査
事
業
の
再
開
困
難
や
健
診
日
程
の
大

幅
な
ず
れ
込
み
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
幾
度

と
な
く
発
生
す
る

震
度
５
弱
の
余
震

に
、
健
診
会
場
も

被
災
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、

い
わ
き
市
の「
特

定
健
診
」や「
が
ん

検
診
」に
つ
い
て

は
、
市
の
担
当
課
と
協
議
を
重
ね
、
予
定
し
て
い
た
６
月

か
ら
の
実
施
を
見
送
り
、
受
診
者
の
安
全
の
確
保
を
最
優

先
に
考
え
、
健
診
会
場
の
万
全
を
確
認
し
た
上
で
７
月
か

ら
実
施
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
震
災
か
ら
５
か
月
が
過
ぎ
た
現
在
、
当
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
ほ
ぼ
震
災
前
に
復
帰
し
、
小
規
模
な
が
ら

も
医
師
を
は
じ
め
事
業
課
、
検
査
課
、
放
射
線
課
が
一
丸

と
な
っ
て
日
々
健
診
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は

今
後
も
県
や
市
医
師
会
な
ど
の
指
導
と
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
な
お
一
層
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
県
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
一
日
も
早
い
福
島
県
の
復
旧
·
復
興
と
原
発

事
故
の
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

「
が
ん
ば
ろ
う
」ふ
く
し
ま
！ 「
が
ん
ば
っ
ぺ
」い
わ
き
！

（
文
責 

佐
藤
二
郎
）

【
い
わ
き
地
区
セ
ン
タ
ー
】

が
ん
ば
っ
ぺ
!!
い
わ
き
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新しい未来へ

　夏の高校野球が終わり高校球児から勇気や感

動・希望、そして【どんな時も諦めない】という姿勢を

学び、いよいよ秋を迎えようとしている。

　東日本大震災から５か月が経過し、福島から県外

へ避難していく子供達が後を絶えない。

　空がこんなに青いのに、草木の緑が鮮やかなのに、

水面がキラキラ綺麗なのに、福島の子供達は目に見

えない恐怖に怯え、外で遊ぶことすら制限されている。

子供達は未来の希望の光である。１時間、１分１秒

でも早くその光が輝けるよう、我々は『不撓不屈』の

精神で故郷を取り戻す覚悟ができており、すでに一

歩ずつ確かな歩みを進めている。

　軽く簡単な言葉では子供達をはじめとする県民の

思いを表す事ができないが、歩みの先に待っている

景色は、世界に誇れる絶景となっているに違いない。

（総務課　中村）

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

編 集 後 記

（協力：福島県立図書館）

「
が
ん
の
練
習
帳
」　　

  

（
新
潮
新
書　

四
一六
）

中
川
恵
一
／
著　

新
潮
社（
二
〇
一
一
・
四
）

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
が
ん
は
だ
れ
で

も
か
か
り
う
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
を
患
っ

た
と
き
、
あ
わ
て
ず
適
切
な
対
応
を
す
る
た
め
に
は

「
練
習
」が
必
要
で
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
肺
が
ん
な
ど
を
例
に
し
て
、
検
診

の
大
切
さ
、
告
知
の
心
構
え
や
治
療
法
、
痛
み
と
の

つ
き
あ
い
方
な
ど
を
読
み
物
仕
立
て
の
闘
病
記
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

「
家
庭
で
語
る
食
卓
の
放
射
能
汚
染
」（
増
補
改
訂
版
）

安
斎
育
郎
／
著
　
同
時
代
社（
二
〇
一
一
・
四
）

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
来
、
私
た
ち
の
生
活
は
放

射
能
に
対
す
る
不
安
と
切
り
離
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
に
出
さ
れ

た
初
版
に
今
回
の
事
故
を
受
け
て
加
筆
し
、「
放
射
能
っ

て
何
だ
ろ
う
」「
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
」「
食
品
の
放

射
能
汚
染
に
ど
う
対
処
す
る
か
」と
い
う
切
り
口
で
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
放
射
能
に
つい
て
正
し
く

知
る
た
め
の
一
助
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
放
射
能
測
定
体
制
を
整
備
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
、
福
島
県

を
中
心
と
す
る
広
い
範
囲
で
水
、
土
壌
、

農
産
物
等
が
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ

る
と
い
う
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
県
民
の
安
全
確
保

の
た
め
福
島
県
に
よ
る
緊
急
の
放
射
性

物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
測
定
可
能
検
体
数
に
は

限
り
が
あ
り
、
福
島
県
民
の
不
安
に
十

分
に
応
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
直

後
か
ら
、
多
く
の
福
島
県
民
の
方
々
か

ら
放
射
能
測
定
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
要

望
が
当
協
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
協
会
と
し

て
精
度
の
高
い
放
射
能
測
定
体
制
を
構

築
し
、
福
島
県
民
の
安
全
・
安
心
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
12
月
か
ら
放
射
能
測
定
を
開
始
し
ま
す

　

具
体
的
に
は
放
射
性
物
質
の
精
密
測

定
器（
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
）

を
導
入
し
、
井
戸
水
な
ど
の
水
質
試
料
、

野
菜
や
果
物
な
ど
の
食
品
試
料
及
び
土

壌
や
汚
泥
な
ど
の
環
境
試
料
の
放
射
性

ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
の
精
密

測
定
を
広
く
県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

現
在
、
精
密
測
定
器
導
入
に
向
け
た

機
種
選
定
を
行
い
、
12
月
に
も
導
入
で

き
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
信
頼
性
の
高
い
測
定
体
制
を
整
備
し
ま
す

　

放
射
性
物
質
の
測
定
デ
ー
タ
に
は
高

い
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
協
会

で
は
精
度
の
高
い
精
密
測
定
器
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
装
置
の
設
置
環
境
、

検
査
員
の
能
力
も
含
め
信
頼
性
の
高
い

測
定
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

装
置
設
置
場
所
は
、
放
射
線
レ
ベ
ル

を
極
力
抑
え
る
た
め
に
、
外
部
か
ら
の

放
射
線
を
遮
蔽
す
る
部
屋
を
準
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
職
員
を
外
部
の
放
射
能

測
定
専
門
の
研
修
機
関
に
派
遣
し
、
技

術
力
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

放
射
能
測
定
開
始
時
に
は
、
信
頼
性

の
高
い
測
定
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
万
全
の
体
制
で
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
準
備
の
状
況
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責　

環
境
衛
生
部　

阿
部
純
一
）

放
射
能
測
定
体
制
の

　
　
　
　
　
整
備
に
つ
い
て

問い合わせ窓口　：　環境衛生部分析課　TEL　024（546）0597

こぶし　88号19
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郡
山
布
引
風
の
高
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
郡
山
市
）

表
紙
の
写
真

　

あ
る
意
味
、
今
の
福
島
を
象
徴
す
る
よ
う
な
景
色

で
あ
る
。
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
と
い
わ
れ
る
ヒ
マ
ワ

リ
、
そ
の
奧
に
あ
る
の
は
風
力
発
電
の
風
車
だ
。
風

車
は
、
効
率
的
に
風
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
常
に
角

度
を
変
え
て
い
る
と
い
う
。

　

例
年
、
夏
20
万
本
の
ヒ
マ

ワ
リ
が
咲
き
誇
る
布
引
山
は

標
高
１
，０
８
１ｍ
の
山
。
晴
れ

た
日
に
は
、
頂
上
か
ら
眼
下

に
猪
苗
代
湖
、
そ
の
向
こ
う

側
に
磐
梯
山
が
一
望
で
き
る
。

ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
縫
う
よ
う
に
遊

歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

季
節
に
よ
って
は
、
コ
ス
モ
ス
や

蕎
麦
の
白
い
花
も
楽
し
め
る
。

問い合わせ先：湖南町商工会  TEL024-983-2117
ウオーキング距離：風車の周辺に、
　　　　　　　　　約1.5kmのウォーキングコースが２か所
　　　　　　　　　約１kmのウォーキングコースが１か所あり、
　　　　　　　　　組み合わせて楽しむことができる。
アクセス：東北自動車道郡山南ICより約45分、
　　　　　磐越自動車道磐梯熱海ICより約50分

ふ
く
し
ま
の
四
季
を
歩
く
…
…
…
…
…
⑬

猪 苗 代 湖

猪苗代
磐梯高原IC会津

若松IC

磐梯河東IC 磐越
自動車道
↓

猪苗代駅↑

会津若松駅

至須賀川

至
郡
山

東山温泉

布引高原布引高原
展望台

館山公園黒森トンネル

風力発電所風力発電所

湖南高

294

294
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